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令和
５年度

宮城県生活支援コーディネーター
養成研修を開催中

　今年度の宮城県生活支援コーディネーター養成研修は、昨年同様、「地域づくり推進コース」および
「現状分析・課題解決コース」の2コースを設け、各3回の研修を7月～10月に開催します。
　昨年度はオンライン開催が中心でしたが、今年度はすべて集合研修です。研修が始まる前から、名刺交
換や雑談が弾むグループがあり、演習では熱心に意見交換をする姿があちこちで見られました。行政や社
会福祉協議会、地域包括支援センターなど多様な所属先の受講者が、同じテーブルで話し合うため、「そ
れぞれの考え方を知ることができた」「ほかの自治体の考え方が参考になった」などの声も寄せられまし
た。講師の志水田鶴子さん（仙台白百合女子大学）は、「演習での意見交換が、すなわち協議体の模擬で
もある」と呼びかけ、演習後のグループ発表では、受講者がどんな話し合いをしたのかをいきいきとプレ
ゼンテーションしていました。

研修風景

大和町の生活支援体制整備事業で実務を担う「コアメンバー」
（左から齋藤大樹さん、熊谷明子さん、早坂まゆみさん、熊谷由美さん）
大和町の生活支援体制整備事業で実務を担う「コアメンバー」
（左から齋藤大樹さん、熊谷明子さん、早坂まゆみさん、熊谷由美さん）

今後の予定

地域づくり推進コース（3回目）　
　10月6日（金）
　フォレスト仙台にて

現状分析・課題解決コース（3回目）　
　10月27日（金）
　東京エレクトロンホール宮城にて
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18【たいわちょう】人口２万8091人、１万2342世帯、高齢化率23.5％（2023年４月１日）。町域は旧町
村５地区（吉岡・宮床・吉田・鶴巣・落合）に大別。生活支援体制整備事業では、公式には第１層（町
全域）を日常生活圏域としつつ、実際の生活支援コーディネーターの活動と協議体の運用では５地
区を事実上の第２層（日常生活圏域）とする。さらに62行政区の地縁組織や小規模なサークル、親
睦グループ、友人・近隣・親族同士の親しい関係を第３層とし、コーディネーターによる地域支援の
基礎的圏域と位置付ける。コーディネーターの配置は町社会福祉協議会に１人。町地域包括支援セ
ンターにも同事業の担当職員２人を置き、コーディネーターと連携。同事業を所管する町福祉課、町
社会福祉協議会、同センターは密接な協力体制を組む。協議体は、第１層はこの３者で構成（会合
は年１回程度）。第２層は５地区の住民代表らが集まる地区意見交換会（年２回程度）。第３層は各
種の会合やイベントなどにコーディネーターが参加すれば「開催」と見なす。

【なるこおんせんちく】旧鳴子町。人口5213人、2520世帯、高齢化率50.5％（同）。地区全
域をカバーする「鳴子まちづくり協議会」と、川渡（かわたび）・東鳴子・鳴子・中山・鬼首
（おにこうべ）の５地域それぞれの「地域づくり委員会」がある。生活支援体制整備事業
は、まず協議会が2016年11月～2019年３月に実施し、地域支援コーディネーターを配置。
次いで2019年12月、５つの委員会のうち「鳴子地域づくり委員会」が実施、翌年２月にコー
ディネーターを配置し現在に至る。「鳴子地域」は、ＪＲ鳴子温泉駅周辺の6行政区12町内
会（1372人、767世帯）で構成

　
講
話
で
は
さ
ら
に
、
地
域
の
つ
な
が
り
が

高
齢
者
の
暮
ら
し
に
生
か
さ
れ
て
い
る
全
国

各
地
の
事
例
も
紹
介
し
た
。
事
例
の
概
要
は

以
下
の
と
お
り
。

　
【
毎
日
友
人
と
家
で
お
茶
飲
み
を
楽
し
む

90
代
一
人
暮
ら
し
女
性
。
困
り
ご
と
を
抱
え

て
も
友
人
た
ち
が
す
ぐ
気
づ
き
、
手
を
差
し

伸
べ
る
。
サ
ー
ビ
ス
に
頼
ら
ず
在
宅
生
活
を

継
続
】【
病
気
で
要
介
護
と
な
っ
た
80
代
の

農
家
男
性
。
家
族
・
友
人
・
専
門
職
の
理
解

と
協
力
で
畑
仕
事
に
復
帰
し
、
元
気
を
取
り

戻
し
た
】【
認
知
症
と
診
断
さ
れ
た
80
代
男

性
。
一
度
は
諦
め
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

通
い
を
周
囲
の
支
え
で
再
開
。
表
情
が
明
る

く
な
り
、
は
い
か
い
も
減
っ
た
】

　
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
掘
り

起
こ
し
た
、
次
の
よ
う
な
町
内
事
例
も
紹
介

さ
れ
て
い
る
。

　
【
老
人
会
女
性
部
の
会
員
が
、
仲
間
の
家

や
集
会
所
で
ひ
ん
ぱ
ん
に
お
茶
飲
み
。
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
つ
つ
お
互
い
を
見
守
る
。

長
時
間
家
を
空
け
る
と
き
は
、
仲
間
の
誰
か

に
連
絡
。
い
つ
も
と
様
子
が
違
え
ば
誰
か
が

す
ぐ
電
話
す
る
か
家
を
訪
ね
る
。
最
近
夫
に

先
立
た
れ
一
人
暮
ら
し
に
な
っ
た
人
が
い

る
。
仲
間
が
積
極
的
に
家
を
訪
ね
、
お
茶
飲

み
を
し
、
と
き
に
は
外
食
な
ど
に
連
れ
出

す
。
女
性
部
と
し
て
の
親
睦
会
費
は
、
資
源

回
収
で
ね
ん
出
。
３
か
月
に
１
度
の
回
収
活

動
も
地
域
の
つ
な
が
り
づ
く
り
に
。
会
員
同

士
の
親
し
い
関
係
は
、
実
は
若
い
頃
の
「
マ

マ
友
」
付
き
合
い
で
育
ま
れ
て
い
た
】

　
大
和
町
の
今
年
度
第
１
回
目
の
第
２
層

協
議
体
「
地
区
意
見
交
換
会
」
が
、
２
０
２

３
年
８
月
28
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
、
５
地

区
＝
上
解
説
欄
参
照
＝
で
開
か
れ
た
。

　
意
見
交
換
会
は
町
福
祉
課
、
町
社
会
福

祉
協
議
会
（
以
下
、
町
社
協
）
、
町
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
町
包
括
）
の
３

者
共
催
で
、
毎
年
度
２
回
程
度
開
く
。
参
加

者
は
行
政
区
長
、
民
生
・
児
童
委
員
、
保
健

推
進
員
、
食
生
活
改
善
推
進
員
ら
で
１
地
区

30
人
前
後
と
な
る
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
生
活
支
援
体
制
整
備

事
業
と
は
」
。
サ
ブ
テ
ー
マ
に
「
自
分
の
幸

せ
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
」
を
掲
げ
た
。
生

活
支
援
体
制
整
備
事
業
（
以
下
、
体
制
整

備
）
と
は
誰
が
、
ど
ん
な
目
的
で
、
何
を
す

る
の
か
。
改
め
て
考
え
、
話
し
合
っ
た
。

　
「
91
歳
の
母
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
。

本
人
に
と
っ
て
何
が
い
い
の
か
、
考
え
さ
せ

ら
れ
た
」

　
意
見
交
換
会
の
終
了
後
、
参
加
者
の
１
人

が
ア
ン
ケ
ー
ト
に
こ
う
回
答
し
た
。
別
の
１

人
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　
「
畑
仕
事
や
お
茶
飲
み
な
ど
自
分
に
で
き

る
こ
と
を
し
て
、
仲
間
づ
く
り
を
続
け
る
」

　
意
見
交
換
会
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
だ
っ

た
の
か
。

　
全
体
と
し
て
は
２
時
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
前
半
は
体
制
整
備
に
関
す
る
基
調
講

話
、
後
半
は
講
話
を
踏
ま
え
て
の
演
習
。

　
講
話
の
骨
子
は
次
の
と
お
り
だ
。

　
・
高
齢
化
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ニ
ー
ズ

は
高
ま
る
が
、一
方
で
国
や
地
方
の
財
政
難

と
介
護
の
担
い
手
不
足
が
顕
著
に
。
誰
も
が

制
度
や
市
場
で
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
の
は
一
層

難
し
く
な
る

　
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
高
齢
者
が
持

つ
人
間
関
係
（
地
域
の
つ
な
が
り
）
を
弱

め
、
孤
立
さ
せ
る
傾
向
が
明
ら
か
に
な
っ
て

き
た
。
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
だ
け
で
は
「
幸

せ
」
と
言
え
る
高
齢
期
は
実
現
し
に
く
い

　
・
２
０
０
０
年
に
介
護
保
険
が
導
入
さ
れ

る
以
前
、
地
域
の
つ
な
が
り
は
、
サ
ー
ビ
ス

不
足
を
補
う
社
会
資
源
だ
っ
た
。
い
ま
希
薄

化
し
つ
つ
あ
る
つ
な
が
り
を
再
び
豊
か
に

し
、
サ
ー
ビ
ス
と
つ
な
が
り
の
両
面
で
高
齢

期
の
暮
ら
し
を
支
え
た
い

　
・
つ
な
が
り
は
地
域
の
祭
り
や
運
動
会
、

文
化
祭
な
ど
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
趣

味
、
娯
楽
の
サ
ー
ク
ル
、
草
刈
り
、
清
掃
な

ど
の
共
同
作
業
と
い
っ
た
住
民
活
動
を
通
じ

て
醸
成
さ
れ
る

　
・
地
域
の
つ
な
が
り
と
、
つ
な
が
り
を
基

盤
と
す
る
日
常
的
な
支
え
合
い
、
そ
し
て
つ

な
が
り
を
醸
成
す
る
住
民
活
動
を
「
幸
せ
な

高
齢
期
」
に
欠
か
せ
な
い
資
源
と
し
て
再
評

価
し
、
そ
の
資
源
量
の
最
大
化
を
目
指
す
。

住
民
と
専
門
職
と
の
連
携
で
、
サ
ー
ビ
ス
と

つ
な
が
り
の
調
和
も
図
り
た
い

　
・
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
協
議

体
は
そ
う
し
た
考
え
に
基
づ
き
、
住
民
に
よ

る
「
高
齢
で
も
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く

り
」
を
あ
と
押
し
す
る
―
―

つ
な
が
り
の
あ
る
暮
ら
し
と
は

意見交換会の様子（吉岡地区、2023年８月30日）

自
発
的
な
地
域
づ
く
り
を

　
事
例
紹
介
で
は
当
事
者
の
様
子
を
伝
え

る
写
真
が
多
数
投
影
さ
れ
、「
つ
な
が
り
の

あ
る
暮
ら
し
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
」
と
好

評
を
博
し
て
い
る
。

　
な
お
、
講
話
で
は
地
域
の
つ
な
が
り
と
、

つ
な
が
り
を
醸
成
す
る
住
民
活
動
を
「
地
域

の
お
宝
」
と
呼
ん
だ
。

　
後
半
の
演
習
は
、
個
人
ワ
ー
ク
を
基
本
と

し
、
そ
の
内
容
を
各
テ
ー
ブ
ル
（
４
〜
５
人

の
グ
ル
ー
プ
）
で
共
有
、
締
め
く
く
り
に
何

人
か
が
会
場
で
発
表
し
て
い
る
。
各
テ
ー
ブ

ル
に
は
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
町
福
祉

課
、
町
社
協
、
町
包
括
の
い
ず
れ
か
の
職
員

１
人
が
加
わ
っ
た
。

　
演
習
の
課
題
は
次
の
３
つ
。

　
①
い
ま
あ
な
た
が
持
っ
て
い
る
（
あ
る
い

は
、
こ
れ
か
ら
持
ち
た
い
と
思
う
）
お
宝

は
？
　

　
②
90
歳
で
一
人
暮
ら
し
と
な
っ
た
あ
な

た
。
お
宝
を
活
か
し
て
ど
ん
な
生
活
を

送
っ
て
い
る
？

　
③
あ
な
た
が
「
②
」
の
よ
う
な
暮
ら
し
を

実
現
す
る
た
め
に
、
い
ま
か
ら
で
き
そ
う
な

こ
と
は
？

　
回
答
は
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
１
枚
の

シ
ー
ト
＝
上
図
版
参
照
＝
に
ま
と
め
て
記

入
。
演
習
の
あ
と
は
講
話
資
料
な
ど
と
一
緒

に
バ
イ
ン
ダ
ー
に
と
じ
て
持
ち
帰
っ
た
。
バ

イ
ン
ダ
ー
は
次
回
の
意
見
交
換
会
に
持
参

２０２３年８月の今年度第１回の地区意見交換会で使われた演習シート
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毎
日
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で
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茶
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し
む

90
代
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人
暮
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性
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ご
と
を
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友
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表
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り
、
は
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か
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減
っ
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】

　
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
掘
り

起
こ
し
た
、
次
の
よ
う
な
町
内
事
例
も
紹
介

さ
れ
て
い
る
。

　
【
老
人
会
女
性
部
の
会
員
が
、
仲
間
の
家

や
集
会
所
で
ひ
ん
ぱ
ん
に
お
茶
飲
み
。
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
つ
つ
お
互
い
を
見
守
る
。

長
時
間
家
を
空
け
る
と
き
は
、
仲
間
の
誰
か

に
連
絡
。
い
つ
も
と
様
子
が
違
え
ば
誰
か
が

す
ぐ
電
話
す
る
か
家
を
訪
ね
る
。
最
近
夫
に

先
立
た
れ
一
人
暮
ら
し
に
な
っ
た
人
が
い

る
。
仲
間
が
積
極
的
に
家
を
訪
ね
、
お
茶
飲

み
を
し
、
と
き
に
は
外
食
な
ど
に
連
れ
出

す
。
女
性
部
と
し
て
の
親
睦
会
費
は
、
資
源

回
収
で
ね
ん
出
。
３
か
月
に
１
度
の
回
収
活

動
も
地
域
の
つ
な
が
り
づ
く
り
に
。
会
員
同

士
の
親
し
い
関
係
は
、
実
は
若
い
頃
の
「
マ

マ
友
」
付
き
合
い
で
育
ま
れ
て
い
た
】

　
大
和
町
の
今
年
度
第
１
回
目
の
第
２
層

協
議
体
「
地
区
意
見
交
換
会
」
が
、
２
０
２

３
年
８
月
28
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
、
５
地

区
＝
上
解
説
欄
参
照
＝
で
開
か
れ
た
。

　
意
見
交
換
会
は
町
福
祉
課
、
町
社
会
福

祉
協
議
会
（
以
下
、
町
社
協
）
、
町
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
町
包
括
）
の
３

者
共
催
で
、
毎
年
度
２
回
程
度
開
く
。
参
加

者
は
行
政
区
長
、
民
生
・
児
童
委
員
、
保
健

推
進
員
、
食
生
活
改
善
推
進
員
ら
で
１
地
区

30
人
前
後
と
な
る
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
生
活
支
援
体
制
整
備

事
業
と
は
」
。
サ
ブ
テ
ー
マ
に
「
自
分
の
幸

せ
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
」
を
掲
げ
た
。
生

活
支
援
体
制
整
備
事
業
（
以
下
、
体
制
整

備
）
と
は
誰
が
、
ど
ん
な
目
的
で
、
何
を
す

る
の
か
。
改
め
て
考
え
、
話
し
合
っ
た
。

　
「
91
歳
の
母
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
。

本
人
に
と
っ
て
何
が
い
い
の
か
、
考
え
さ
せ

ら
れ
た
」

　
意
見
交
換
会
の
終
了
後
、
参
加
者
の
１
人

が
ア
ン
ケ
ー
ト
に
こ
う
回
答
し
た
。
別
の
１

人
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　
「
畑
仕
事
や
お
茶
飲
み
な
ど
自
分
に
で
き

る
こ
と
を
し
て
、
仲
間
づ
く
り
を
続
け
る
」

　
意
見
交
換
会
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
だ
っ

た
の
か
。

　
全
体
と
し
て
は
２
時
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
前
半
は
体
制
整
備
に
関
す
る
基
調
講

話
、
後
半
は
講
話
を
踏
ま
え
て
の
演
習
。

　
講
話
の
骨
子
は
次
の
と
お
り
だ
。

　
・
高
齢
化
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ニ
ー
ズ

は
高
ま
る
が
、一
方
で
国
や
地
方
の
財
政
難

と
介
護
の
担
い
手
不
足
が
顕
著
に
。
誰
も
が

制
度
や
市
場
で
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
の
は
一
層

難
し
く
な
る

　
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
高
齢
者
が
持

つ
人
間
関
係
（
地
域
の
つ
な
が
り
）
を
弱

め
、
孤
立
さ
せ
る
傾
向
が
明
ら
か
に
な
っ
て

き
た
。
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
だ
け
で
は
「
幸

せ
」
と
言
え
る
高
齢
期
は
実
現
し
に
く
い

　
・
２
０
０
０
年
に
介
護
保
険
が
導
入
さ
れ

る
以
前
、
地
域
の
つ
な
が
り
は
、
サ
ー
ビ
ス

不
足
を
補
う
社
会
資
源
だ
っ
た
。
い
ま
希
薄

化
し
つ
つ
あ
る
つ
な
が
り
を
再
び
豊
か
に

し
、
サ
ー
ビ
ス
と
つ
な
が
り
の
両
面
で
高
齢

期
の
暮
ら
し
を
支
え
た
い

　
・
つ
な
が
り
は
地
域
の
祭
り
や
運
動
会
、

文
化
祭
な
ど
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
趣

味
、
娯
楽
の
サ
ー
ク
ル
、
草
刈
り
、
清
掃
な

ど
の
共
同
作
業
と
い
っ
た
住
民
活
動
を
通
じ

て
醸
成
さ
れ
る

　
・
地
域
の
つ
な
が
り
と
、
つ
な
が
り
を
基

盤
と
す
る
日
常
的
な
支
え
合
い
、
そ
し
て
つ

な
が
り
を
醸
成
す
る
住
民
活
動
を
「
幸
せ
な

高
齢
期
」
に
欠
か
せ
な
い
資
源
と
し
て
再
評

価
し
、
そ
の
資
源
量
の
最
大
化
を
目
指
す
。

住
民
と
専
門
職
と
の
連
携
で
、
サ
ー
ビ
ス
と

つ
な
が
り
の
調
和
も
図
り
た
い

　
・
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
協
議

体
は
そ
う
し
た
考
え
に
基
づ
き
、
住
民
に
よ

る
「
高
齢
で
も
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く

り
」
を
あ
と
押
し
す
る
―
―

つ
な
が
り
の
あ
る
暮
ら
し
と
は

意見交換会の様子（吉岡地区、2023年８月30日）

自
発
的
な
地
域
づ
く
り
を

　
事
例
紹
介
で
は
当
事
者
の
様
子
を
伝
え

る
写
真
が
多
数
投
影
さ
れ
、「
つ
な
が
り
の

あ
る
暮
ら
し
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
」
と
好

評
を
博
し
て
い
る
。

　
な
お
、
講
話
で
は
地
域
の
つ
な
が
り
と
、

つ
な
が
り
を
醸
成
す
る
住
民
活
動
を
「
地
域

の
お
宝
」
と
呼
ん
だ
。

　
後
半
の
演
習
は
、
個
人
ワ
ー
ク
を
基
本
と

し
、
そ
の
内
容
を
各
テ
ー
ブ
ル
（
４
〜
５
人

の
グ
ル
ー
プ
）
で
共
有
、
締
め
く
く
り
に
何

人
か
が
会
場
で
発
表
し
て
い
る
。
各
テ
ー
ブ

ル
に
は
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
町
福
祉

課
、
町
社
協
、
町
包
括
の
い
ず
れ
か
の
職
員

１
人
が
加
わ
っ
た
。

　
演
習
の
課
題
は
次
の
３
つ
。

　
①
い
ま
あ
な
た
が
持
っ
て
い
る
（
あ
る
い

は
、
こ
れ
か
ら
持
ち
た
い
と
思
う
）
お
宝

は
？
　

　
②
90
歳
で
一
人
暮
ら
し
と
な
っ
た
あ
な

た
。
お
宝
を
活
か
し
て
ど
ん
な
生
活
を

送
っ
て
い
る
？

　
③
あ
な
た
が
「
②
」
の
よ
う
な
暮
ら
し
を

実
現
す
る
た
め
に
、
い
ま
か
ら
で
き
そ
う
な

こ
と
は
？

　
回
答
は
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
１
枚
の

シ
ー
ト
＝
上
図
版
参
照
＝
に
ま
と
め
て
記

入
。
演
習
の
あ
と
は
講
話
資
料
な
ど
と
一
緒

に
バ
イ
ン
ダ
ー
に
と
じ
て
持
ち
帰
っ
た
。
バ

イ
ン
ダ
ー
は
次
回
の
意
見
交
換
会
に
持
参

２０２３年８月の今年度第１回の地区意見交換会で使われた演習シート
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生活支援

コーディネーターに聞く

生活支援

コーディネーターに聞く

まちづくりのまちづくりの

大和町

18

【なるこおんせんちく】旧鳴子町。人口5213人、2520世帯、高齢化率50.5％（同）。地区全
域をカバーする「鳴子まちづくり協議会」と、川渡（かわたび）・東鳴子・鳴子・中山・鬼首
（おにこうべ）の５地域それぞれの「地域づくり委員会」がある。生活支援体制整備事業
は、まず協議会が2016年11月～2019年３月に実施し、地域支援コーディネーターを配置。
次いで2019年12月、５つの委員会のうち「鳴子地域づくり委員会」が実施、翌年２月にコー
ディネーターを配置し現在に至る。「鳴子地域」は、ＪＲ鳴子温泉駅周辺の6行政区12町内
会（1372人、767世帯）で構成

ど
き
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」「
女
性
４
人
が
家
に

集
ま
り
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
。
お
昼
は
持
ち
寄

り
。
ダ
ン
ナ
の
愚
痴
で
盛
り
上
が
る
」「
庭

で
飼
っ
て
い
る
メ
ダ
カ
を
見
に
近
所
の
子
ど

も
た
ち
が
集
ま
る
」「
月
に
１
回
、
地
区
の

中
高
年
男
性
が
飲
み
会
。
20
年
以
上
続
く
」

な
ど
の
ユ
ニ
ー
ク
な
回
答
も
多
く
、
会
場
を

沸
か
せ
た
。

　
参
加
者
は
多
様
な
集
い
の
場
と
つ
な
が

り
を
資
源
（
地
域
の
お
宝
）
だ
と
認
識
す
る

と
と
も
に
、
自
ら
が
持
つ
（
あ
る
い
は
持
ち

た
い
と
思
う
）
資
源
に
目
を
向
け
た
。
こ
の

資
源
を
守
り
、
生
み
出
し
、
増
や
し
て
い
く

こ
と
で
、
高
齢
期
の
自
身
の
（
ま
た
は
親

の
）
望
ま
し
い
暮
ら
し
の
実
現
に
近
づ
く
、

そ
れ
が
「
自
分
ご
と
」
の
地
域
づ
く
り
だ
。

つ
な
が
り
は
「
地
域
の
お
宝
」
で
あ
る
と
同

時
に
、一
人
ひ
と
り
の
視
点
か
ら
は
「
人
生

の
お
宝
」
と
な
る
。
そ
の
気
づ
き
が
住
民
の

主
体
的
な
、
自
発
性
に
基
づ
く
地
域
づ
く
り

（
お
宝
づ
く
り
）
を
促
す
―
―
そ
ん
な
期
待

が
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
込
め
ら
れ
て
い
る
。

行
政
や
社
協
、
包
括
、
介
護
・
福
祉
事
業
所

な
ど
の
専
門
職
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
が
お
宝

を
生
か
す
個
別
支
援
の
展
開
へ
と
踏
み
出
す

き
っ
か
け
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
今
回
は
時
間
的
な
制
約
も
あ
っ
て
、
参
加

者
の
大
半
は
課
題
③
ま
で
進
ま
ず
に
演
習

を
終
え
た
。
地
域
づ
く
り
を
自
分
ご
と
と
意

し
、
新
た
な
資
料
や
ワ
ー
ク
の
成
果
を
追
加

し
て
い
く
。
参
加
者
は
自
身
の
気
づ
き
や
意

識
の
変
化
、
知
識
・
情
報
の
積
み
重
ね
を
い

つ
で
も
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
課
題
①
で
は
、
畑
仕
事
や
お
茶
飲
み
、
お

す
そ
分
け
の
ほ
か
、「
近
隣
の
数
軒
で
と
き

生活支援コーディネーターの熊谷明子さん。
意見交換会では町内のつながり・支え合いの事例を紹介

サ
ロ
ン
以
外
の
「
集
い
の
場
」

識
し
実
践
へ
と
向
か
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

③
の
「
い
ま
か
ら
で
き
そ
う
な
こ
と
」
を
あ

げ
る
作
業
は
鍵
と
な
る
。
次
回
の
意
見
交
換

会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
検
討
で
は
、一
つ
の
焦
点

に
な
り
そ
う
だ
。

　
意
見
交
換
会
が
始
ま
っ
た
の
は
、
２
０

２
０
年
度
。

　
「
各
地
区
の
住
民
活
動
や
生
活
課
題
の
把

握
の
た
め
に
開
い
た
も
の
で
、
当
初
は
第
２

層
協
議
体
の
位
置
付
け
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
」

　
こ
う
説
明
す
る
の
は
体
制
整
備
を
担
当

す
る
町
福
祉
課
の
保
健
師
、
早
坂
ま
ゆ
み
さ

ん
。

　
「
協
議
体
と
し
て
の
運
用
は
２
年
後
の
２

０
２
２
年
度
か
ら
で
す
。
各
地
区
の
行
政
区

の
区
長
や
民
生
・
児
童
委
員
、
保
健
推
進

員
、
食
生
活
改
善
推
進
員
ら
が
集
ま
る
の

で
、
情
報
や
意
見
の
交
換
を
通
じ
て
住
民
活

動
の
活
性
化
を
促
す
狙
い
が
あ
り
ま
し
た
」

　
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、
行
政
区
ご
と
に
住
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
運
営
す
る
高
齢
者
サ
ロ
ン

の
、
コ
ロ
ナ
下
で
の
再
開
を
模
索
す
る
動
き

が
広
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。

　
「
休
止
か
再
開
か
で
悩
む
人
た
ち
に
、
先

行
し
て
再
開
し
た
人
た
ち
と
の
情
報
交
換
の

機
会
を
提
供
し
、
判
断
の
参
考
に
し
て
も
ら

う
目
的
も
あ
っ
た
ん
で
す
」

　
参
加
者
は
演
習
を
行
い
、
各
地
区
に
既
存

の
住
民
活
動
を
あ
げ
て
い
っ
た
。
サ
ロ
ン
だ

け
で
な
く
、
神
社
の
祭
り
、
盆
踊
り
、
契
約

講
と
い
っ
た
伝
統
行
事
、
公
園
な
ど
の
清
掃

や
草
刈
り
、
資
源
回
収
な
ど
の
共
同
作
業
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
ペ
タ
ン
ク
、
ラ
ジ

オ
体
操
、
手
芸
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
活
動
、
さ

ら
に
は
ス
ー
パ
ー
や
商
店
で
の
買
い
も
の
つ

い
で
の
井
戸
端
会
議
、
近
隣
同
士
の
お
茶
飲

み
や
お
す
そ
分
け
な
ど
の
情
報
も
出
さ
れ

た
。

　
「
町
内
に
は
サ
ロ
ン
以
外
の
集
い
の
場
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
も
暮
ら
し
に

根
付
い
た
地
域
資
源
と
認
識
し
て
い
ま
す
」

　
地
域
づ
く
り
の
夢
や
ア
イ
デ
ア
も
出
し

合
っ
た
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
と
い
っ
た
一

般
的
な
生
活
支
援
策
の
ほ
か
に
、
出
張
型
の

地
域
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
送
迎
付
き
同
窓
会
、

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
や
産
直
施
設
、
居
酒
屋
、
喫

茶
店
の
開
設
、
ホ
タ
ル
の
保
護
、
祭
り
の
継

承
、
「
ど
こ
で
も
ド
ア
」
と
い
っ
た
Ｓ
Ｆ

チ
ッ
ク
な
発
想
も
飛
び
出
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
付
せ
ん
に
書
き
出
し
、
模
造
紙

に
描
い
た
木
の
図
に
重
ね
る
よ
う
に
貼
っ

た
。
既
存
の
活
動
は
木
を
支
え
る
根
の
部
分

に
、
夢
や
ア
イ
デ
ア
は
果
実
と
し
て
枝
葉
の

部
分
に
。

　
前
年
度
の
こ
う
し
た
成
果
を
基
に
、
今
年

度
の
意
見
交
換
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
検
討
・

企
画
さ
れ
て
い
る
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
討
・
企
画
は
、
早
坂
さ

ん
と
町
社
協
の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
熊
谷
明
子
さ
ん
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
連
携
す
る
町
包
括
の
主
任
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
熊
谷
由
美
さ
ん
、
同
じ
く
社
会
福
祉

士
の
齋
藤
大
樹
さ
ん
の
４
人
が
中
心
と
な
っ

て
行
っ
た
。
こ
の
４
人
は
体
制
整
備
を
推
進

す
る
現
場
の
実
務
者
で
、
「
コ
ア
メ
ン

バ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
。

　
「
今
年
度
は
体
制
整
備
と
地
域
づ
く
り
の

関
係
を
改
め
て
確
認
し
つ
つ
、
高
齢
期
の
暮

ら
し
を
豊
か
に
す
る
た
め
の
資
源
を
、
よ
り

『
自
分
ご
と
』
に
引
き
寄
せ
て
考
え
て
も
ら

え
る
よ
う
企
画
し
ま
し
た
」
と
早
坂
さ
ん
。

　
ケ
ア
マ
ネ
の
熊
谷
さ
ん
は
、「
前
年
度
、

夢
を
語
っ
て
も
『
誰
か
が
や
っ
て
く
れ
れ

ば
』
み
た
い
に
、
ど
こ
か
人
任
せ
な
感
じ
で

し
た
。
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
、
自
分
の
将
来
の

た
め
に
、
い
ま
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
ほ

し
い
と
思
っ
た
ん
で
す
」
と
企
画
の
背
景
を

説
明
す
る
。

　
今
年
度
か
ら
体
制
整
備
に
関
わ
る
齋
藤

さ
ん
は
、
意
見
交
換
会
を
振
り
返
り
「
私
自

身
の
勉
強
に
な
っ
た
」
と
し
、「
多
様
な
立

場
の
人
が
集
ま
り
地
域
づ
く
り
を
話
し
合

う
場
は
貴
重
。
で
き
る
限
り
協
力
し
た
い
」

と
意
気
込
む
。

　
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
熊
谷
さ

ん
は
、「
意
見
交
換
会
の
参
加
者
の
理
解
度

に
大
き
な
ば
ら
つ
き
が
出
て
し
ま
っ
た
」
と

残
念
が
る
。
そ
の
う
え
で
自
ら
の
反
省
点
と

し
て
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。

　
「
住
民
の
一
部
に
は
、
地
域
づ
く
り
は
私

た
ち
支
援
者
が
や
る
も
の
と
い
う
意
識
が

根
強
い
よ
う
で
す
。
そ
こ
を
変
え
る
た
め

に
、
私
は
も
っ
と
地
域
に
出
向
い
て
、
住
民

と
関
わ
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。
地
域

を
よ
く
し
た
い
思
い
は
誰
も
が
持
っ
て
い
る

は
ず
。
そ
こ
を
う
ま
く
引
き
出
し
、
意
見
交

換
会
な
ど
の
場
で
表
現
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
し
な
い
と
」

　
熊
谷
さ
ん
は
第
１
〜
３
層
の
圏
域
＝
２

ペ
ー
ジ
解
説
欄
参
照
＝
を
縦
横
に
駆
け
回

る
。
第
３
層
で
は
、
行
政
区
ご
と
の
サ
ロ
ン

は
言
う
に
及
ば
ず
地
縁
組
織
や
各
種
サ
ー

ク
ル
の
会
合
や
イ
ベ
ン
ト
、
さ
ら
に
は
２
、

３
人
の
お
茶
飲
み
場
ま
で
入
り
込
み
、
居
合

わ
せ
た
人
た
ち
に
地
域
へ
の
思
い
や
日
々
の

暮
ら
し
に
つ
い
て
聞
く
（
こ
れ
ら
を
第
３
層

協
議
体
と
見
な
す
）
。
そ
こ
で
拾
っ
た
何
気

な
い
つ
ぶ
や
き
が
、
新
た
な
集
い
の
場
の
立

ち
上
げ
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
も
。

　
多
く
の
住
民
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
情
報

や
事
例
が
見
つ
か
れ
ば
、
体
制
整
備
の
情
報

紙
「
地
域
支
え
あ
い
通
信
」（
Ａ
４
版
裏
表

カ
ラ
ー
印
刷
、
今
年
度
４
回
発
行
予
定
、
全

戸
配
布
）
に
掲
載
す
る
。

つ
な
が
り
は
元
気
な
う
ち
に

　
こ
の
ほ
か
、
お
宝
的
な
つ
な
が
り
づ
く
り

を
あ
と
押
し
す
る
た
め
に
今
年
度
、
町
社
協

と
し
て
新
た
に
２
つ
の
助
成
金
制
度
を
設
け

た
。
一
つ
は
「
地
区
活
動
助
成
」
。
趣
味
、

娯
楽
、
交
流
、
親
睦
な
ど
を
目
的
に
住
民
が

会
合
を
開
く
際
に
、
会
場
費
や
飲
食
代
を

１
人
当
た
り
２
０
０
円
、
１
団
体
に
つ
き
年

間
５
千
円
を
上
限
に
助
成
。
隣
近
所
に
呼
び

か
け
て
焼
き
肉
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
く
場
合
で

も
使
え
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。
も
う
一

つ
は
「
自
主
活
動
立
ち
上
げ
支
援
助
成
」
。

住
民
が
サ
ー
ク
ル
な
ど
を
自
主
結
成
す
る

際
に
必
要
な
物
品
の
購
入
・
レ
ン
タ
ル
や
会

場
の
確
保
、
広
報
媒
体
の
制
作
、
講
師
の
招

へ
い
と
い
っ
た
費
用
を
１
団
体
に
つ
き
年
間

１
万
円
を
上
限
に
助
成
す
る
。
い
ず
れ
も

「
高
齢
」「
福
祉
」
に
限
定
せ
ず
幅
広
い
活

動
に
使
え
る
の
が
特
長
。

　
「
つ
な
が
り
は
楽
し
い
こ
と
を
一
緒
に
す

る
な
か
で
育
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
し
、
若
い

頃
、
元
気
な
う
ち
か
ら
つ
く
っ
て
お
く
ほ
う

が
い
い
。
す
べ
て
の
世
代
に
と
っ
て
自
分
ら

し
く
生
き
る
た
め
の
貴
重
な
資
源
に
な
り
ま

す
か
ら
」

　
熊
谷
さ
ん
は
大
崎
市
出
身
、
仙
台
市
在

住
の
43
歳
。
社
会
福
祉
士
と
し
て
障
害
者

支
援
な
ど
に
携
わ
り
、
２
０
２
２
年
５
月
、

町
社
協
に
入
職
し
現
職
。
モ
ッ
ト
ー
は
「
お

互
い
さ
ま
」
。
夢
は
「
私
を
含
め
、
誰
も
が

納
得
で
き
る
人
生
を
生
き
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
」
。
夢
の
実
現
に
向
け
、
ま
ず
は

地
域
へ
赴
き
、
住
民
の
話
に
耳
を
傾
け
る
。利
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生活支援

コーディネーターに聞く

生活支援

コーディネーターに聞く

まちづくりのまちづくりの

大和町

18

【なるこおんせんちく】旧鳴子町。人口5213人、2520世帯、高齢化率50.5％（同）。地区全
域をカバーする「鳴子まちづくり協議会」と、川渡（かわたび）・東鳴子・鳴子・中山・鬼首
（おにこうべ）の５地域それぞれの「地域づくり委員会」がある。生活支援体制整備事業
は、まず協議会が2016年11月～2019年３月に実施し、地域支援コーディネーターを配置。
次いで2019年12月、５つの委員会のうち「鳴子地域づくり委員会」が実施、翌年２月にコー
ディネーターを配置し現在に至る。「鳴子地域」は、ＪＲ鳴子温泉駅周辺の6行政区12町内
会（1372人、767世帯）で構成

ど
き
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」「
女
性
４
人
が
家
に

集
ま
り
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
。
お
昼
は
持
ち
寄

り
。
ダ
ン
ナ
の
愚
痴
で
盛
り
上
が
る
」「
庭

で
飼
っ
て
い
る
メ
ダ
カ
を
見
に
近
所
の
子
ど

も
た
ち
が
集
ま
る
」「
月
に
１
回
、
地
区
の

中
高
年
男
性
が
飲
み
会
。
20
年
以
上
続
く
」

な
ど
の
ユ
ニ
ー
ク
な
回
答
も
多
く
、
会
場
を

沸
か
せ
た
。

　
参
加
者
は
多
様
な
集
い
の
場
と
つ
な
が

り
を
資
源
（
地
域
の
お
宝
）
だ
と
認
識
す
る

と
と
も
に
、
自
ら
が
持
つ
（
あ
る
い
は
持
ち

た
い
と
思
う
）
資
源
に
目
を
向
け
た
。
こ
の

資
源
を
守
り
、
生
み
出
し
、
増
や
し
て
い
く

こ
と
で
、
高
齢
期
の
自
身
の
（
ま
た
は
親

の
）
望
ま
し
い
暮
ら
し
の
実
現
に
近
づ
く
、

そ
れ
が
「
自
分
ご
と
」
の
地
域
づ
く
り
だ
。

つ
な
が
り
は
「
地
域
の
お
宝
」
で
あ
る
と
同

時
に
、一
人
ひ
と
り
の
視
点
か
ら
は
「
人
生

の
お
宝
」
と
な
る
。
そ
の
気
づ
き
が
住
民
の

主
体
的
な
、
自
発
性
に
基
づ
く
地
域
づ
く
り

（
お
宝
づ
く
り
）
を
促
す
―
―
そ
ん
な
期
待

が
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
込
め
ら
れ
て
い
る
。

行
政
や
社
協
、
包
括
、
介
護
・
福
祉
事
業
所

な
ど
の
専
門
職
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
が
お
宝

を
生
か
す
個
別
支
援
の
展
開
へ
と
踏
み
出
す

き
っ
か
け
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
今
回
は
時
間
的
な
制
約
も
あ
っ
て
、
参
加

者
の
大
半
は
課
題
③
ま
で
進
ま
ず
に
演
習

を
終
え
た
。
地
域
づ
く
り
を
自
分
ご
と
と
意

し
、
新
た
な
資
料
や
ワ
ー
ク
の
成
果
を
追
加

し
て
い
く
。
参
加
者
は
自
身
の
気
づ
き
や
意

識
の
変
化
、
知
識
・
情
報
の
積
み
重
ね
を
い

つ
で
も
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
課
題
①
で
は
、
畑
仕
事
や
お
茶
飲
み
、
お

す
そ
分
け
の
ほ
か
、「
近
隣
の
数
軒
で
と
き

生活支援コーディネーターの熊谷明子さん。
意見交換会では町内のつながり・支え合いの事例を紹介

サ
ロ
ン
以
外
の
「
集
い
の
場
」

識
し
実
践
へ
と
向
か
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

③
の
「
い
ま
か
ら
で
き
そ
う
な
こ
と
」
を
あ

げ
る
作
業
は
鍵
と
な
る
。
次
回
の
意
見
交
換

会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
検
討
で
は
、一
つ
の
焦
点

に
な
り
そ
う
だ
。

　
意
見
交
換
会
が
始
ま
っ
た
の
は
、
２
０

２
０
年
度
。

　
「
各
地
区
の
住
民
活
動
や
生
活
課
題
の
把

握
の
た
め
に
開
い
た
も
の
で
、
当
初
は
第
２

層
協
議
体
の
位
置
付
け
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
」

　
こ
う
説
明
す
る
の
は
体
制
整
備
を
担
当

す
る
町
福
祉
課
の
保
健
師
、
早
坂
ま
ゆ
み
さ

ん
。

　
「
協
議
体
と
し
て
の
運
用
は
２
年
後
の
２

０
２
２
年
度
か
ら
で
す
。
各
地
区
の
行
政
区

の
区
長
や
民
生
・
児
童
委
員
、
保
健
推
進

員
、
食
生
活
改
善
推
進
員
ら
が
集
ま
る
の

で
、
情
報
や
意
見
の
交
換
を
通
じ
て
住
民
活

動
の
活
性
化
を
促
す
狙
い
が
あ
り
ま
し
た
」

　
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、
行
政
区
ご
と
に
住
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
運
営
す
る
高
齢
者
サ
ロ
ン

の
、
コ
ロ
ナ
下
で
の
再
開
を
模
索
す
る
動
き

が
広
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。

　
「
休
止
か
再
開
か
で
悩
む
人
た
ち
に
、
先

行
し
て
再
開
し
た
人
た
ち
と
の
情
報
交
換
の

機
会
を
提
供
し
、
判
断
の
参
考
に
し
て
も
ら

う
目
的
も
あ
っ
た
ん
で
す
」

　
参
加
者
は
演
習
を
行
い
、
各
地
区
に
既
存

の
住
民
活
動
を
あ
げ
て
い
っ
た
。
サ
ロ
ン
だ

け
で
な
く
、
神
社
の
祭
り
、
盆
踊
り
、
契
約

講
と
い
っ
た
伝
統
行
事
、
公
園
な
ど
の
清
掃

や
草
刈
り
、
資
源
回
収
な
ど
の
共
同
作
業
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
ペ
タ
ン
ク
、
ラ
ジ

オ
体
操
、
手
芸
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
活
動
、
さ

ら
に
は
ス
ー
パ
ー
や
商
店
で
の
買
い
も
の
つ

い
で
の
井
戸
端
会
議
、
近
隣
同
士
の
お
茶
飲

み
や
お
す
そ
分
け
な
ど
の
情
報
も
出
さ
れ

た
。

　
「
町
内
に
は
サ
ロ
ン
以
外
の
集
い
の
場
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
も
暮
ら
し
に

根
付
い
た
地
域
資
源
と
認
識
し
て
い
ま
す
」

　
地
域
づ
く
り
の
夢
や
ア
イ
デ
ア
も
出
し

合
っ
た
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
と
い
っ
た
一

般
的
な
生
活
支
援
策
の
ほ
か
に
、
出
張
型
の

地
域
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
送
迎
付
き
同
窓
会
、

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
や
産
直
施
設
、
居
酒
屋
、
喫

茶
店
の
開
設
、
ホ
タ
ル
の
保
護
、
祭
り
の
継

承
、
「
ど
こ
で
も
ド
ア
」
と
い
っ
た
Ｓ
Ｆ

チ
ッ
ク
な
発
想
も
飛
び
出
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
付
せ
ん
に
書
き
出
し
、
模
造
紙

に
描
い
た
木
の
図
に
重
ね
る
よ
う
に
貼
っ

た
。
既
存
の
活
動
は
木
を
支
え
る
根
の
部
分

に
、
夢
や
ア
イ
デ
ア
は
果
実
と
し
て
枝
葉
の

部
分
に
。

　
前
年
度
の
こ
う
し
た
成
果
を
基
に
、
今
年

度
の
意
見
交
換
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
検
討
・

企
画
さ
れ
て
い
る
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
討
・
企
画
は
、
早
坂
さ

ん
と
町
社
協
の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
熊
谷
明
子
さ
ん
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
連
携
す
る
町
包
括
の
主
任
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
熊
谷
由
美
さ
ん
、
同
じ
く
社
会
福
祉

士
の
齋
藤
大
樹
さ
ん
の
４
人
が
中
心
と
な
っ

て
行
っ
た
。
こ
の
４
人
は
体
制
整
備
を
推
進

す
る
現
場
の
実
務
者
で
、
「
コ
ア
メ
ン

バ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
。

　
「
今
年
度
は
体
制
整
備
と
地
域
づ
く
り
の

関
係
を
改
め
て
確
認
し
つ
つ
、
高
齢
期
の
暮

ら
し
を
豊
か
に
す
る
た
め
の
資
源
を
、
よ
り

『
自
分
ご
と
』
に
引
き
寄
せ
て
考
え
て
も
ら

え
る
よ
う
企
画
し
ま
し
た
」
と
早
坂
さ
ん
。

　
ケ
ア
マ
ネ
の
熊
谷
さ
ん
は
、「
前
年
度
、

夢
を
語
っ
て
も
『
誰
か
が
や
っ
て
く
れ
れ

ば
』
み
た
い
に
、
ど
こ
か
人
任
せ
な
感
じ
で

し
た
。
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
、
自
分
の
将
来
の

た
め
に
、
い
ま
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
ほ

し
い
と
思
っ
た
ん
で
す
」
と
企
画
の
背
景
を

説
明
す
る
。

　
今
年
度
か
ら
体
制
整
備
に
関
わ
る
齋
藤

さ
ん
は
、
意
見
交
換
会
を
振
り
返
り
「
私
自

身
の
勉
強
に
な
っ
た
」
と
し
、「
多
様
な
立

場
の
人
が
集
ま
り
地
域
づ
く
り
を
話
し
合

う
場
は
貴
重
。
で
き
る
限
り
協
力
し
た
い
」

と
意
気
込
む
。

　
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
熊
谷
さ

ん
は
、「
意
見
交
換
会
の
参
加
者
の
理
解
度

に
大
き
な
ば
ら
つ
き
が
出
て
し
ま
っ
た
」
と

残
念
が
る
。
そ
の
う
え
で
自
ら
の
反
省
点
と

し
て
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。

　
「
住
民
の
一
部
に
は
、
地
域
づ
く
り
は
私

た
ち
支
援
者
が
や
る
も
の
と
い
う
意
識
が

根
強
い
よ
う
で
す
。
そ
こ
を
変
え
る
た
め

に
、
私
は
も
っ
と
地
域
に
出
向
い
て
、
住
民

と
関
わ
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。
地
域

を
よ
く
し
た
い
思
い
は
誰
も
が
持
っ
て
い
る

は
ず
。
そ
こ
を
う
ま
く
引
き
出
し
、
意
見
交

換
会
な
ど
の
場
で
表
現
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
し
な
い
と
」

　
熊
谷
さ
ん
は
第
１
〜
３
層
の
圏
域
＝
２

ペ
ー
ジ
解
説
欄
参
照
＝
を
縦
横
に
駆
け
回

る
。
第
３
層
で
は
、
行
政
区
ご
と
の
サ
ロ
ン

は
言
う
に
及
ば
ず
地
縁
組
織
や
各
種
サ
ー

ク
ル
の
会
合
や
イ
ベ
ン
ト
、
さ
ら
に
は
２
、

３
人
の
お
茶
飲
み
場
ま
で
入
り
込
み
、
居
合

わ
せ
た
人
た
ち
に
地
域
へ
の
思
い
や
日
々
の

暮
ら
し
に
つ
い
て
聞
く
（
こ
れ
ら
を
第
３
層

協
議
体
と
見
な
す
）
。
そ
こ
で
拾
っ
た
何
気

な
い
つ
ぶ
や
き
が
、
新
た
な
集
い
の
場
の
立

ち
上
げ
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
も
。

　
多
く
の
住
民
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
情
報

や
事
例
が
見
つ
か
れ
ば
、
体
制
整
備
の
情
報

紙
「
地
域
支
え
あ
い
通
信
」（
Ａ
４
版
裏
表

カ
ラ
ー
印
刷
、
今
年
度
４
回
発
行
予
定
、
全

戸
配
布
）
に
掲
載
す
る
。

つ
な
が
り
は
元
気
な
う
ち
に

　
こ
の
ほ
か
、
お
宝
的
な
つ
な
が
り
づ
く
り

を
あ
と
押
し
す
る
た
め
に
今
年
度
、
町
社
協

と
し
て
新
た
に
２
つ
の
助
成
金
制
度
を
設
け

た
。
一
つ
は
「
地
区
活
動
助
成
」
。
趣
味
、

娯
楽
、
交
流
、
親
睦
な
ど
を
目
的
に
住
民
が

会
合
を
開
く
際
に
、
会
場
費
や
飲
食
代
を

１
人
当
た
り
２
０
０
円
、
１
団
体
に
つ
き
年

間
５
千
円
を
上
限
に
助
成
。
隣
近
所
に
呼
び

か
け
て
焼
き
肉
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
く
場
合
で

も
使
え
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。
も
う
一

つ
は
「
自
主
活
動
立
ち
上
げ
支
援
助
成
」
。

住
民
が
サ
ー
ク
ル
な
ど
を
自
主
結
成
す
る

際
に
必
要
な
物
品
の
購
入
・
レ
ン
タ
ル
や
会

場
の
確
保
、
広
報
媒
体
の
制
作
、
講
師
の
招

へ
い
と
い
っ
た
費
用
を
１
団
体
に
つ
き
年
間

１
万
円
を
上
限
に
助
成
す
る
。
い
ず
れ
も

「
高
齢
」「
福
祉
」
に
限
定
せ
ず
幅
広
い
活

動
に
使
え
る
の
が
特
長
。

　
「
つ
な
が
り
は
楽
し
い
こ
と
を
一
緒
に
す

る
な
か
で
育
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
し
、
若
い

頃
、
元
気
な
う
ち
か
ら
つ
く
っ
て
お
く
ほ
う

が
い
い
。
す
べ
て
の
世
代
に
と
っ
て
自
分
ら

し
く
生
き
る
た
め
の
貴
重
な
資
源
に
な
り
ま

す
か
ら
」

　
熊
谷
さ
ん
は
大
崎
市
出
身
、
仙
台
市
在

住
の
43
歳
。
社
会
福
祉
士
と
し
て
障
害
者

支
援
な
ど
に
携
わ
り
、
２
０
２
２
年
５
月
、

町
社
協
に
入
職
し
現
職
。
モ
ッ
ト
ー
は
「
お

互
い
さ
ま
」
。
夢
は
「
私
を
含
め
、
誰
も
が

納
得
で
き
る
人
生
を
生
き
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
」
。
夢
の
実
現
に
向
け
、
ま
ず
は

地
域
へ
赴
き
、
住
民
の
話
に
耳
を
傾
け
る
。利
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住み慣れた地域で暮らし続けるためのお宝探し情報紙

バックナンバーがホームページで読めます   http://www.clc-japan.com/sasaeai_m/

岩沼市／ケアマネとともに事例検討会・研修会を開催
　地域のインフォーマル資源を取り入れたケ
アマネジメントを進めるため、６月19日（月）
に岩沼市指定居宅介護特定事業所連絡会の
研修会にて、生活支援コーディネーターが事
業概要や活動、ケアマネジャーとの連携につ
いて講話をしました。
　はじめに、市社会福祉協議会所属の１層生
活支援コーディネーターが、事業概要や生活
支援コーディネーター・協議体の役割につい
て触れ、それぞれが連携することで地域包括
ケアシステムの構築につながることを説明し
ました。
　続いて、２層コーディネーターたちが、市の
高齢者数や要介護認定率、生活圏域ごとの地
域性などを説明し、ケアマネジャーからの相
談で支援につながった事例を交えながら活動
を報告しました。
　その後、参加者と生活支援コーディネー
ターがグループに分かれ、「事例を聞いて感じ
たこと」「自分の取組から生活支援コーディ

生活支援体制整備事業市町村職員向けセミナーを開催
　宮城県及び県地域支え合い・生活支援推進連絡会議
は、市町村職員を対象に、生活支援体制整備事業の目
的や地域支援事業の連動性、県における事業推進の具
体的な取組を確認し、市町村における支え合いの地域
づくりを推進するため、7月6日（木）にオンラインセ
ミナーを開催しました。

宮城県地域支え合い・
生活支援推進連絡会議事務局
（宮城県社会福祉協議会）
〈2023年4月-2023年8月期〉

ネーターに相談したこと」「このような資源
があると良いなと思うこと」について意見
交換を行いました。「地域と利用者のつなが
りについて悩むことがあった。ケアマネ一人
で考えるのは限度があり、生活支援コー
ディネーターや地域包括支援センターと一
緒に取り組めると心強い」「生活支援コー
ディネーターが作成した資源マップは活用し
やすく、ケアマネが持っている情報と照らし
合わせるとより良いものができるのではな
いか」などの意見が出ました。
　最後に、生活支援コーディ
ネーターが、「個別支援から見
えてくる本人・家族の状況と、そ
こに住む地域資源の情報を共
有することが、その本人・家族
の自立や支え合う地域づくりに
もつながります」と、今後の生
活支援体制整備事業と連携の
必要性を伝えました。

　市町村や県保健福祉事務所から54人が参加し、連絡
会議会員の大坂純議長（東北こども福祉専門学院）及
び高橋誠一副議長（東北福祉大学）の講義をとおし
て、事業の基礎的知識や事業展開の戦略の大切さにつ
いて確認しました。また、宮城県から総合事業と生活
支援体制整備事業の位置づけを説明し、連絡会議事務
局からアドバイザー派遣などの事務局事業紹介を行い
ました。
　今年度は市町村担当者の約６割が変更となったた
め、経験年数の浅い職員に参加していただくことをね
らいの一つとしていましたが、実際に事業担当年数１
年未満の参加者が６割を超えました。生活支援体制整
備事業の担当者だけではなく、地域支援事業の各事業
担当者の参加もあり、地域づくりにおける庁内連携の
重要性を伝えることもできました。


